
異常な行動  

（飲嚢中：0、れ嚢  

戚書中か否か  中じやない：X）  

t嚢中の書e．  
tt■鋼から九  
■甘即州爛  

■十な行勤の人体的な鮮繹  
（鋼：幻tについては鼻♯付こ何が1えたか？本人が句集を九たのか、  

tが幻井手1ていたようだとTっているのか？）  

■★な行■集れ■欄  

（むタミフル内≠開始．  
2∞l／〟8（12二仙墳）平熱となった机「環がたになった」と雷う．  
珊l／研川馴抽Ⅷになったjと訴え、－換中起きていた．タミフル投与を中止．  
2∝川／訓‖帥相川欄■扶餐鯵宴欄介貴書．可部OT、鯨波檎董にて■♯は認  
めす．  
訓●／〟lO近■付榊科を彙■闊「本来の自分ではない気がナる…．Jと訴えた  
が、明らかな幻父症状は毘めす．  
脚／〝1ユー慮と暮わらす曇拝もでせるようになり．壬日には筆書生の捜業にも  
出＃した．  
珊l／〝川攣枚へ曇検した机捜集中に「世■の平和が投書によって歪められ  
ている．■内♯■が…．Jと訴え、書勤もまとまりなく自宅にホ宅し、近臣欄朋哨  
壷貴書．ー疇鞍されるかもしれない．」と怯ぇていたた札統合失■虚の先度を疑  
い仙叩01七b18．叫モ静内内捜与し、入醜の必暮性も奪えられた．  
2∝川／研削引相川鳴こ彙■．幻覚裏れを職め、同日声♯保雄入統．入快晴  
璃虚：≠斗な禽障1相乗る机禽拡の内専に一1性に欠け、rすは精神科臣に  
なちなけれl乱lけないような九がする…．」と♯憎モーえすに惜し韓け、t間に  
対して■切な応書は書られナ．1も性や不■■さは托めす、見当■も提たれて  
いた．体址弧†℃で員簡丁像所1ではれ♯は経めす、血液せ化学蛛暮は  
¢PK、¢肝の畦よ上昇が艶めた以州ま■♯なし．また■濃穐董でも▲儀渡とし  
てtすt位lコト11他のα濃が放められ鎗減欄内はなかった．儀液♯暮では  
■膿■がl〟几とやや多い以外は■膚蘭け沌し、インフルエンザ抗体■も1惰乗  
濃でぁった．  
入虎牡鮭■：－榊の■が聞こえてくる…．Jと訴え、鋼快内看緋もするたれ  
血坤「鵬Mtm■モ投与したが、入統8の象は■■鴫慎まで自1と■膚ステーショ  
ンを何度も往tし、宴麹の内繹を管し♯けた．また畿やせ牡に滅裂な内轡を記  
tし、ホ▲中に記暮した銀章散乱させた．入触日日より血坤血n08叫に増1  
したが鋤兼はなく相日よりohハ叩h加m■、b叩冊町OM鉱山紺叫の投与を開  
始した．  
〟2日こは■≠行■が活発となり保技量にて治■モ行っている．  
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るうち、右上技■曲t眞、右に欄せ立っていられなくなり、蒙人が支えた．t点  
■劉書■は全●礪tしており、曽でかかえてストレッチャーに乗せた．ホ鰊邦書  
鴫、軋1℃、ややぽおっとナ削t（此引）離■（」、■にやや礫Ⅷ（◆）（ロを動か  
しにくい）錬血．モニター♯暮、KH肌にて♯濃を開始．¶射0丁＝れ♯なし、■濃＝）  
入≠なし．（2l：明■）釘j℃．不■となり．眠れないというためモニターはずす．  

タミフル投与帥輪（75m■X2／日 ～  
2ノ1軋  

2仙丁／〟11インフルエンザ畦快・何社．  
200丁／○〟柑（午前）学校で攫集中突然tをせう．久井抒軸発現．日■が定まら  
ナ（日韓が食わない沖軋巾竜徽も鵬≠向となり、自宅仲■．（JGSで2ケタ以  
上というわけではない．一（】Sはほぼl）  
抑7／〟川（ヤー）虚状鏡くためA■験より紹介．揮血、機尿、錮8丁■禦なし．鹸  
川田、臓濃lま途中でれ暮してt牡まで■れなかった机■れた分l相川陀し．瞳  
蠣入桝．ソルデムa∧の点オ．  
珊丁／ぴtT（一：吋〉自ら縫針し、■統内モ■tして■れていると報告．父母と相談  
し、外出→外泊とナる．  
之00丁／打Il咋抑胃附こてよSPEローの損t行うが、やlより★tして不可駄父  
母への■力行▲もあり．■び外泊とナる．  
珊l／打21父母にれ礪の下、曇校を開始．  
不明攣でテレビをみていてもl（I分もナると「ヰれた」というなど、1中力低下が  
主体となった線虫の虚状へ彙化してさている．  
2∞7／〟23鴫治遺鏡とナる（本人が■快に畏りたくないと書って蘭かない繊  
手）．震では夜間、父やと共に明したがる≠向にれまでは全くなし〉．父母が外  
出ナるとー早く柵ってさてJと機構t括にかかってくる．（これもゃでは全くなし）た  
だし、徐々に▲中力や檀覿は画吐しつつあるようで塾にも行くようになっている．  
入拭前のテストがあった．  
2伽丁／打之l〝13以■の一遍の行動を白鷺しはじ札全く鷺えていないと書う 
． この頃より攣繊の穫義を受ける様子が震ってさて書中力が出て瞥たと絶佳より  
≠告あり．  
之00丁／〟細入賦朋子ストが遮卸され＊人もーくほどに低し、点数だったとのこと，  
ひ28～3／lの鴫点で父母から見て、全く正＃に臭ったと絆ずしている．しばらく、  
■＃行動がみられていたことで、学校で友人lこ冷たくされていた時期があり、本  
人もそれに対するショックがヰl士大きし＼ようだ．父舶、ら橿控のM軋脳波は遭  
慮したいと申し出あり．  

！叩丁／才川； 午前  ■  

験に茸れてI引ナますか？」と母親へt臥母揚が駅まで迎え、その足でAl完へ  
行きインフルエンザと鯵断．（長）タミフル凧用．（2之仰隕）タミフル服用 
． mT／打18（l；間）悪事を見た．■れたく＊人より）．しかし両親は■れた塾を見て  
いない．昌がすわっていた．A♯行動発現．（丁：30）霹正義れた．玄幽のドアを開  
けようと且ったが開けられす、台所へ行って包丁を持った．流し台の椚で包丁の  
刃を自分に向けている姿を両観が発見した．包丁は足元に糟とした．手練には  
自殺牲如こ1えたとのこと（鏡を刺しそうになったから自分に刃を向けた．ところ  
どころ紀憮ある．全ては鸞えていない．）．（洞○）自校未遂発現．（†：5S）救急事へ  

t括．（抽珊病院数急外来に判暮．38．1℃．タミフル中止．（8＝㈹）自殺未遂軽  
快．井禦行動軽快．  
（時間不明淋温：ユ0．1℃  

q）■★抒勤  

（か自殺企毘  
■  

12．00  

（D‡㈹丁／2／t8r  用○  
②z∝汀／量／柑【 丁：10  

200丁／2／lTl  

2叩7／〟柑 かかりつけのCl尭来院   

リン鰻オセルタミビル  



異常な行動  

PA錠を処乱  

20（H／】／り  
2007／3／1ユ翌日lこなっても熱が下がらず再来院．その際、インフル工ンザと診  

2001／jハII曹：00  節し★剤丁5m■X†／日の投与洲働．  

2（和一／3／ll  
15分    Y●■      No  No  No  Ho   不明  

（21ご咄優になり俳個（非1震ぃ手の集え（非1★）机5分娩き、その後購った．起  
きてからはモのようなことはホかった．また、夜から発疹が発症．  
之00丁／ユ／1S翌E‖こは全鼻に発疹がひろがり他院へ紹介し入l如こなったため、   

，8C．1用0囁）インフルエノ8聖油のため、本  

75叩、カロナール坐巣（き的mJ）投与．（2餌0頃）夕食後タミフル75m■投与。（22朋  

2001／3／122：00  ○  
墳）覿寝．  

Yo■  l●■▼牧  lY■t  lN‘   
】   1  l  l   

l‰  】No  lN8  l ■      2師†′3ノーrl亡叩墳）眠1ていた軋大声を出し突然起き上がって大事を出し．郎 l上中をウロウ口走り出したたれ家族が制止した．目つさも触ノかった．■♯行  l■‾2   
勲発現（イ紺軋（2朝一5伽）臥床し多弁．（6＝00）紙礫．い用0）賞騨．■♯行動国  
旗．本刑投与中止．  
2（旧†月／1ロインフルエンザ軽快・回性  

①2山7／3／帽 ①柑＝30  
①！町7／ユ／tい ①川間  

①200†′ユハSl lT伽  
①200丁／3／tll ‖ニュ0  が止めに入った．その快眠ウた．3月1針目It．3Dれ常行動が集札トイレで母親  

が死んだ、恥l人が来ると大■で叫び馴を打ち倒れる．  
再繭i．稚ニモダ方海読だ菓検二‾ネジラ）仁王土中）瞳鶴性二盲主プ〟  

丁5ml／日没与開始．  
（川明晰ゆミフル丁5付l腋用．  
2抑1月／丁（0朋）母親佃．このころの慮有本人の申告として．ー何かに追いか  
けられている蓼をみたJr2輝かられび障り卦ナようとした」．（1＝即隕）2隋からガラ  
スの窓と雨戸をあけて、F州ことびおりた．れび韓りた隕附こ★旗が震った（点  
春★人の申告】．（3朋恥自力で自宅に畏り、欝人（同居）に凄絶（轟讐≠人の申  

割．（肘嘲当統lこ救急で■嵐．cT（附）、レントゲンれ繁みられす剛毛．辛い2岬 だっゃため命に別状はなく、怪我もほとんどなかった机一歩Ⅶ1えれば大● 暮 

なし  

lこなりかねなかった．  
20¢†ノ3／13インフルエンザ軽快・回復  

2（和丁／3／2【午後）受鯵、れ38℃超で8塁  
宅で、食機にヰ刑乃mtx†／日の投与．  
（2†：00）耽女．  
2抽丁／旧／qユ（5：00Ⅶ）仙として起床、童内を緋宿し、突然、自宅畑ベランダの  
■を縫えホぴ■りょうとした為、や削t桐止した．1どうしようりlれぴ■りん  
ちヤー（柵び■りない）」など★哺不明な菖軸と攣拙不暮が1晴間粗檎く．（8側壌）  
再度覿ヰ．（8側）起床．（○朋）削7．化で書陣回復したがA≠行動の舵憺はほと  
んどl軋＼状愴だった．＊朴固で投与中1L解熱剤事の服暮なし．母最が当桝  
の■技師という事で、l伽（震托は凪像と判断した）に当統へ連れて来た．  
（○：15）筆岬が正篤と判ポ．A井桁他国復．件椚中）験内で縫■職♯した。体温  
は測定せす．  

る．鏡の書を絞めた．■≠行助（非1鷺）尭札内服を中正し、経過醸禦のれ  
200丁／朋〝l■♯行動画壇．  

出血した．父揚が止肘こ入る．失禁も鰹められる．青汁j†明まで、5、8乱その  
壌、強止発作10秒経める．  
3月20日（とⅦ）トイレに行ったl利こ脱力し、憲撫51失（刺激を与えても反応なし）を  
起こし．呼びかけに対しては杓1分凱＝閻復した机約IO分檀度はポーとした状   
蝕  

Ⅶ）  

（川畑  2肝8／は／27 j   王2．00  
2005ハ2／28：  蜘  

後しばらくして自宅に雇った．伯宅を飛び出した時のことは仕えている津の壌  リ、艶濃が包丁などを全て施した．その後本人は自宅を飛び由Lていくも、その  解≠し、精神ヰ暮．鼻一行鮎は見られていない。 笹龍憎二‾貞ちぎ貞転調Lな亡く了錨汗軒鴎複二諦＝三詫Lモ摘二…‾‾‾‖‾  i 

②い書なり立ち上がってポーつとしており、母加島声をか痛も占「正ふらへん止  
返事．摘で休んでいていきなり起き上がり、精緻のt気をつけたが下に陣リザ  
にまた消して寝てしまう．霊殿かち★事はそれぞれのおかずをまんべんなく食べ  
るのに、一皿すつ片付けていくという曽段とは1った食べ方をした 
． ③学校で自分申♯につくなりダウンして、早退を青けすに州宅。どうやって帰っ  

2001／打2一    不明  

たのか覚えてなL  掌校への遭織がわからない．  

と鯵断され、  
が★熱を呈した壌含、成人であれl持刑を順服用して、医■機関賓鯵を相  
承．  

200†／〝相当人がインフルエンザ症状伽℃近い発熱）が出たため、昼頃矧こ  
処方された本刑を座職用．（18伽）当院に来院．簡あ檎王で8型と鯵断．本納処  

方，（2日5恥慧陣杜書（せん葉状軌（非1薫横現（伽0分冊持鮒．（2之伽頃）あ ばれ出すようになったが自重に入った．せん妾状態にも∽℃近かった．く時仰不 明）臆 
に倒れていたところを書族が尭丸外傷などはなかった机中2附から転  

落した様子で＊人は記憮なし．まだ熱が咄ているので木村粕Ⅷ吼乱その後就  
寝．せん妄状態国債．  

2007／2／川   1、不明  

2007／2／17本人、増銚が東快．ロキソニン簿を処方  

感じでベランダの方に出て行き州ってこない．家人力咄てふたところ、失踪してお  
り、ベランダ（2F）かられび障りたものと考え．周辺を嬢素した．発見できなかった  
が、権なく本人が裸足のまま帰宅し事なきを得た。本人はこの仰の事を全く記憶   

鷺廿レベルの低下  200丁／2／拍    夕方  2¢田／之／2コ   痩価  

リン酸オセルタミビル  



異常な行動  

（欺寝中：0．飲書  
敗績中か青か  中じやない：γ）  

…中の■■、  
R■■Hから彙  
1蒙での●M  

■♯な行■の■体的な鉢■  
（切：幻一については人体的に何が1えたか？本人が幻驚喜よたのか、  

■が幻t書1ていたようだとTっているのか？）  

人★な行■カ覆●納  

2恥一月／6（嘲〉3l．2℃．本州は投与OXです．（8：畑地快からt拒で「人型Fh、  

39■℃．本州は投与OKでナ．」．タミフル？6¶■×〟日の投与剛札（9：胡加．8℃．  

（捜）朋廿℃．  

2007／ユ／7く鞘けミフル投与．（飲10）■≠行勤、せん妄状触発覆．■れだし、剛殿  

から飛び降りようとナるが、母親がせさ止める．（9畑）他撒から、rす1れていて  
困る」．れ■■で当岐へ牡遺．体温は不明．（l：抑鼻♯行動、せん妾状触回雛  
（確棄ではない）．（吋0闇職業峡、少し、ボンヤリしているがおとなしい．丘減♯  
暮．特に右中心部lニスバイク、さ儀リズムやや不規則鴎ケ月前の臓渡より良好  
であった）．点鶉ソリタT〇500ML、ビタミン8、0、セルシン10Mtl簡管注．  
全くt且lこなって鋼宅．  
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200†／○〟2● インフルエ  丁5mlX2陶／日処方され、夕方より  
劃柵剛軋（21；00〉発熱もお手まっていれ、のに、とにかく走りたくてしかたがなL  
気分となり、書をれび出して神分租虞ランニングして剛毛．止めることのできなし  
行勤であった．本州れ用牡2鴫仰鑓に出現．発熱3日℃（鸞鼠鴫）  
2伽7川打27熟も下がり、明らかなインフルエンザ虚状は改■したにもかかわら  
す、食歓はヰめてあるのにl射○日間学校に行くことができない、痍ていなくては  
ならないしんど引井上薫抽†織いた．  
∝旧丁／○〟28●l、本州内膿憬投与終了，  
2WT／08ル丁食歓はあるのに、とにかくヰていなくてはならないしんどさほ匝吐  

ZO01／ほ／2Z  

押00ハ打出  

冊／ほ／21  

才即和／ほ／含1  

100－ハl／l1  

2001／ほ／25  

冊／11／王8  

之01汚／柑／祁  

20M／帽／21  

2001／ほ／2丁  

加01／12／22（8こ00）発熱、姑息さあり．   る．（用：00）午睡から目  

たら、佃℃の先■あり．（10：00）棄嵐インフルエンザ檎定幹断実施．結果：F一個  
サンプル揉取■断：▲陸発症峰自他薫断1：発熟（側℃）、朋節膚、催怠■本  
抑5叫X引瑠／日処方．タカより内よ開始．  
200〝12／28（▲：00〉■に起き上がり、穐もtか丁ヰ仰暮のまま外へ飛び出す．  
近くのコンビニヘ行くも沌分位で帰宅bンビニは幹♯遍路に画しており、夜間で  
も交且tがある）．その鎗再び獣■．（10：叩）起軋89℃台の発熱樗峨．昨夜外  
出したことは断片的に鷲愴あり．  
2冊ハ〟21インフルエンザ：は快・同慎  
2叫8／1〟27本納鴨肉≠t投与■丁．  摘痛罵て夷譲二  

脚ル2i硝  2001′2′之： 夕方  嶋れ．タミフルね九夕方、自宅州より遭路にれぴ■りた為に雨下披書折す．  
戴■事にて入放となも．  

20（川／2／ユl■、耳■発釈．  

2伽l／か1（1S：∞〉18℃．（夕方優■．体温：30．き●c、インフルエンザ判別テスト陰  
性、インフルエンザ流行のたれシンメトレル、抗生剤など九万 
． 之抑4／む喝（午蘭）舞■、丑■、故、■汁あるも曽温に職貴とれた．年前本院受  
■．体温；ユー．甘℃．インフルエンザ蠣朋テストA璧く◆）、B璧（一〉．点♯中はマンガの  
♯豪放む．父が迎えに実験．本船■暮tに甘用し、シンメトレルは中止する  
曾、＊人に伝える．（la：諏）父と－けに■霊をとり、ホ刑内職．いつもとt化はな  
い．（川加一泊宅で曽守暮しながらさる．  
緋l／2月（l糾S■）突ホ、♯足で轟口から自宅喜（t■っていた）飛び出し、1¶  
以上のコンクリートベい替れび血え≠繍を檎断し、血遭のガードレールも縫え、  
走ってさたトラックに身壬投じた．救■で地峡へ搬送されるもー部外傷による  
ショック死と■断される  

夜、書人を見て「I飢l、簡い止ベランダからiけるような行動をとり、緻熟外来  
書箕■．発■豪濃と書われ剛毛．oT、EE【lは■井なし．妄想集覆（非■欄仇  
之00l／01／2a豪カ国す．  

2001ノl／21   タカ  

200丁乃／l01 1M  

・モの壌、リビングを尊け取る、ピョンピョン眺ぷ． ・「もうダメだ、ど引こもならない、外1こ出ない」とヰt  
N01／＝／ll、 Il側  

200財1t／2l  

突然■き回り、ドアやベランダから州こ出ようとナる．本人に「どうしたのか」と■  
ねると「大丈丸としっかりした口鋼で書えるし、集線もはっきりしているが、どうし  
ても外に出ようとナる．マンション5Fのベランダに出た和まれぴ■りようとしたの  
で、母れが必死に止めたので事なきを糟た机その掃もロでは「大丈夫Jと菖っ  
ていた．  
2∞5／11／印】叫粁Ⅷ順欄．  

封Xほ／‖／21  

200S／tl／30  

t005ハl／】0  

2008／ほ′ll  

！00Vほ／01  

之008／ほ川2  

紺椚／ほ／8量  

紳鵬／ほ／¢J  

ま∝18／l／10（覆より）発熱．  
之…／1／11（相即）学校早退し初甘．調．1℃．インフル工ンザ∧にて本剤働方．帰  
宅牡タミフル桐山肋腋  
（Ⅷ：調）タミフル（TSm山内及．（之1：00）突然■ていたが起きだし、外に飛び出し15分  
散による．そのⅦ全く配慎なし．六書行動発現．  

200l／l／ほ（10畑加．丁℃．外来費鯵．木綿内息中止体刑以州ま続行）．異♯  

ヱ00d／lノー1    2l：∝l  lO朗／lハt t棚、柑：ユ○  

行触回欄．  
2008／l／川 インフルエンザ軽快・回1  

200丁／j／2ユ    嘲  之00丁′3／25：  嘲  

りれび降りて｛■橿を圧迫書折．鯵断は■椎鶉－・第二廿折及び覇権第一・第 ニ・★三圧迫書折．入鏡壌、母は手甘のリストカットの≠に気づいた．  

2∞丁乃／lユ（タ払型インフルエンザ（体温30＿2℃）に対して、本刑の投与を開始．  
2007／3／＝青から柵び出ていた．本人は何故薫から出たかの記憶がない．  
走って飛び出たのか、歩いて出たのかも不明で、気が付いたら外にいたとの  
事．本納の投与を中止．  
2∞丁／3／15 解熱し、■簾は認めなかった．れ常行動は回復．   

2007／3ハl【  

リン絆オセルタミビル  



異常な行動  

タミ  
職用   

人★な行触発硯時n  

不明（タ）B型インフルエンザに対して、抑5m‘内線．寒剤初回投  
撞．▲★桁勤発現（非暮1）．■れて州これび出そうとしたところを父  

之35  80TOtココ78      舅憮  ■兼行勤  
投与2日自（タ体刑丁5－叩内乱本‡柁回目投与後も轟れるが、父親  

不明  Yo■  No  ■  
（タ）本和5m■内服．本納日柵服用し、インフルエンザ症状は回復．  
行l鋸こついて本人の記愴はなかった．   

M  し＿＿＿＿．＿＿＿．．．  
Yo●  】－1分   Y●●  No   No  No  Ho   No  ■  

インフルエンザ東森蒔だ離痛打育郎色簑読東；素敵5ラ℃た‾癒献  
く■水、■づまり、くしやみ）、鴨島癌  
2008／2′lA型インフルエンザ治■の為、タミフル75m■×打日の投  

287  β0808531川      女性  ①■忘 ◎自傷行動   
惨断未実施）．（午後）董鯵橡、未熟．  

2008／2／l－2／8  納・夕      ■  No    州別札以内   Y●●     仙l   No  No  No   Ht】   ■  
2叫8／乳化（0伽隕）友人と㈹Ⅶ位tl舌で指しをした机tl吉したこと  
えていない．自卵子削ノストカッ川非1書）、紀憺消失（非エー）が尭   
用0頃）飲ヰ．（午前5：00慎〉白鷺めると左手tの切り傷に気付いた机切ったこと  
も慣えていない．自傷行動（リストカット）、紀Ⅷ消失は回社．その捜再発なし．  
2㈹l／〟8 インフルエンザの転帰・軽快  

Z叩丁／5／17（1侶○）当練熟魚外来受鯵．その後の檎董で、インフルエンザ仏型）  
と鯵断．発症附こ臨められた自他覚所見：発熱甘甘℃．壌、■症状（▲水、▲づ  
まり．くしやみ）（20こ30隕）当峡で木抑5叩Xl／臥カロナール200mlメ1／日（発  
熱晴慣用）を乳用し帰宅した．（21：刃卿夕暮となった机モの時すでlこ★事をこ  
ぼしたり、うつろで牧場がおかしかったと姉の弁．れ＃抒触発乱  
2007／S′柑（0．ユ○墳）獣旗していたが突然起さ上がり、大声で叫んだり、わめき錯  
乱したような扶蝕で、豪族の制止聞かず自重から出ていこうとするような異禦行 あり 
勧．（lニ珊母覿の通報で当焼に救急暮で搬送された．鰻遇観察が必辛と判  
断し郎入統となった．体人は前橡の■♯行動を全く覚えていない）入続挫は経  
過れ嚢のみ．（柑：00）間員なし．過払■常行助軽快．  
2∞7／5／20当眺外来受抄．荒れ37．甘℃、咽韻痛はあるが、症状は軽快しその  
檎のれ≠行勤はなかった  インフルエンザ軽快  
1／22、2ユ：覆、全く眠くならず、ゲームが集しくて仕方なかった．  2001／01／22  

2冊′Ot／2ユ  

20明／01／～1  

20（〉轟／（‖／！亨  

20朋／01／2l  

ワソワしてヰ付けなかった．  
1／之l：故事的になり、零人に■書を吐いた．  
1／25：思い立って畿戚の豪に出肘ナたり、歩き回ったりした．色々な舞えが照の  
中をぐるぐる回っている感じがした．濃圃の内轡も膚に入ってこなかった．  

株を1おうと思い立ち、銀行に行ったが指しが通じなかった  

層糠．朋節痛が出璃．日T：3日℃、1汁（・）．醜●（－〉、ヰ銀（」、礪痛（＋）、競わリン  
／く断■は（－）．インフ／しエンサA型治＃の為、タミフル75mlXl／日投与開始 
． 200丁／〝5（l‥52）■♯行勤．遇換気虚傾群舞礪（非1蠣）．ヰようとしたら急に不  
安になって、叫びだしたりしたため救急外来受鯵。慧牲清明、座れなく立って動  
いている伏臥右手のしび九がある他は神軽学的所1ト）、BP：188／削、BT＝  
35・9℃．印岬町b叫にて加療．（丁：恥）如晴間疇眠軋虚状経ち着いた．員♯行動  
軽快．遇換気虚惧騨回復．安定剤希望、カームダン鐘0．4爪■汀個飢は58〉症  
状蒲ち曽いている、咽頭発赤（・）、心音、呼吸音正れ  
CRP定t：M、州ヨC：……r2／〟し．本州は中止．加ナール錠2伽12Tl  

20¢丁／2′l    不明  

Xql周分地方． と∝IT／l／21¢：80墳  （a9．5℃）  のため■の中にいた．A  
ト  

2的7／4／2 1服用瞳、牡岬¶  

型インフルエンザに対して．本州の投与を開始．帰宅後すぐに夕方の分とし七木  
刑とカロナールの欄用毛指示．10：帖墳には覿用したと考えられる．服用壌、数  
時間でうわごと、フラフラと井倉丑に歩行．にの段階では書輪状他線績）  
2叩7／4／3母親、点者の判断により、木綿の投与を中止．熱はほぼ平附こ低  
下．本札力臼ナール以外の素を投与精練．午前中に．処方医受給．昨晩の症  
状・行動について違絶．セフゾンカプセル100叩3叩、ユ×∩．忙灯D処方追加とな  
る．■禦行動は同機．  
2007／■乃インフルエンザ寛治を確臥   

リン（10）、テグレトール、ロヒプノール（2））  
2叫1／Ol／21（午前中）ホl如8℃（インフJはンザ）にて当焼来院．インフルエンザ  
検壬にて、∧型インフルエンザと鯵断．シンメトリル打2×3T、ムコソル／くン、フ  
ロモツクス、ムコス如T、カロナール（頓用）10T汀／回処方。精神病藁を服用し  
ている．シンメトレルから本州に変実する．（精神神経症状について十分な絞明  
の像、本納1叩服用するように指導され処方する）帰宅し本抑5mlXU回朋  
用後、自宅マンション8輝から飛び降りる．患者は一命を取り留める机現在身  
体隷書増となっている。  
〔患者用瀾〕もともと熱を出すとフラフラする体耳で、泉≠行劃を起こす前にもめ  
まい零起こしている．  

絨含失■丘（購  
い〉  

‾▼  
イシラJじ主う琴海簡ご如二く右折浪看ぎ所軋痩与簡鳴譲iニ占  

時間後（夕方）に急に玄朋にれび出し、玄関附こてば一つと立ってぽんやりして  
いる所を熱が発見した．その後兼職は回復した．患者はその事を★えていない  

とのこと． 指南拍餓鴻漸繭  
吐き気あり．気分が萬場し．走り出したい気分となり、伺をみても笑いが止まらな  
い状態となった．自制しようとナる某社もある帆走り出したい自分を止められす  
（白鷺症状あり）、削蜃の中で我慢していた机1付に下りて母親に「助けて」と訴  

える．  
4月柑日（0．00）母娘に連れられて来院．その後、大声で笑いがとまらない．そのう  
ち笑いが止まらないことに対して泣き始めた（l．3qまで）．見当は障書多少あり（な  
ぜ救急斗にきたかわからない）．入院入院後も泣き組ナていた．  
（61旧慣）ほぼ元通りの人格に戻った．   

①れ♯行動  
②嘘欄不安定  

∴  ぎ  

．  

リン酸オセルタミビル  



異常な行動  

欺ヰ中か青か （駄ヰ中：0、離書 中じや電札l：X）  
虹ヰ中の■禽、  
批■■月から弗  
甘針即相川  

入tな行■の▲鉢的な鮮■  
（例：幻薫については人体抽こ胃が見えたか？＊人が幻文書1たのか、  

暮が幻鷺艦上ていたようだとtっているのか？）  

■tな行血鶉覆ヰ義I  

インフルエンザ治■の  
てポルタレン坐州債用（＊験処方ではない本人手持ち）．タミフル76M■乱用橡（1  
回【＝、■♯抒鋤く自殺企閂）発醜．ま単に起床し玄桝をでて、マンションの減り  
■下川帥併）に量ろうとしたため、▲書のよ樺が止めたところ、何かに追われ  
怯えた≠手で「お側に申し訳ない、死んでからHろうと息ったjということを発雷．  
暮井桁■はl扮で阿t．捧ち義いてから行■寺正ナと、自分がとった行勤の紀  
愴があるとの事．当鴫不安になるような心当たりは全くホし．【甘朋）88．0℃  
刑ハ／21釣叫間tに書び▲＃抒■．程よは不明．糟蟻鴫闘はlO分程よ．  

‡mO／l／20 ■ 23：30■－！1：ユ0  

2叫ハ乃l   ★中  

l  

之呵／t／20    不鋼  

礁議；諷托：嶺：電嶺祐二千歳壷謀おり二蕎棒状瞥l漸三巣幣な  

し．インフルエンザ▲と鯵断．（加叶慎）  
タミフル（7叫佗叩．ケ別シ▼l●（珊h■，◆－セ■川Oml〉汀血，フマ，クE川●Pビオ九  
ルミンR2一山．且用，（2叫10分す）気分畑あり．輝の血tが切れモうな感じ．伺  
モーるか分からない（例えば刃鶉モ薫り回すかも知れない）さじがして、妻子に  
濃くに■れているようにと書った．玉鋼の辺りで、けをけとばしたりしていたが、  
そのtlれていた（†）書積．書が行った陣、嶋は醜いており遺書もした．このれ  
慎んでいた■■事が棄て他廣へ■選．劉柵鴫はかなり捧着いていた．■濃など  
うけて．1陣間故には静電．（他続における温州暮不可喩．以上は翌4日にt  
指▲鴨鴨の憶）その橡、虎杖同社．以tの＊網投与は中止．  

］  

2伽Iユハ／3     2故H）  

さ月81日（牛牡〉義ていていきなり起倉上がり、包丁を檜つ．  
1月1日（牛恥■ていていさなりれび起倉て、外に出て1鼻にれび出した．以後も  
ポーとした轟じが鋏瞥、タt■分のタミフルから内止中止とした．インフルエンザ  8月28日本州投与書l輪．    は憤． 1月2日以■穐々に集札清明となってきた．  2001／ユ／刑】 牛徽  

●月3日1♯行勤阿t  
釦旧丁／〟2之（11畑）集れのたれ当臍費■  
く丁5叫旭○■P、分之、相聞処方．（罰H鵬〉タミフル丁8ml■用．先払事明．（21伽）蝕  
■．㊥創）何とも書えない■な気檜ち、勤中嶋があり、不穏状職となる．ベランダ  
のある■貴に行書、t■青書け．戚と入り口の間を拝さつ集りつして、結局、ベ  
ランダに出て地上に書下．（■乱扶職になり、自宅の2■かられび障りて足を甘  
折）この帆気分鷺l■あるも網｝で書す、烏鷺t暮■清明となり、緻▲■快食受  
■．左足塊状サー折あり入統となった．入統牡義汁滑軋不甘行動なし．  
入馳附こは高鳥はなかったと聞いた．舞鶴鴨から内鵬として処方したEキソ  
ニン毒腺用したかどうかは不明．この日鸞換lまいなかった．  
三脚丁／〟2】触乃●析のため他鹸へ．モの■鷺■もはつきりしていて、体1も  
81℃台であったと当8当tの翳陣仇．  
200丁／〝2丁右足t折、手の怪我のため．■静外科で手術．  
2∞丁／き川l入鋏中．鷺■レベルは正♯．■★行動園t．  
200丁乃／l事縛．  
200丁／03／川遺峡．  

！001／l／22」 l■創  

軸お才うま応王ジず純子被  
200一月′8噌¶■、■水、壌書の虚状始まっている．  
200ー／〟tl舞蜘l．5℃．市艦のツムラ1根繍濱取用．  
200†／】／ほ当統初鯵．量■鴫■状：全書嶋畿、全●痛、印書痛．女歓不線．体  
1汎1℃、インフルエンサA聖と書断．点濃：ソリタT8拙Mし◆V【；500mrオベロ  
ン1∧◆ビタフアンH2旬1A◆リンコシン脚爪l．くl00叫川畑♯丁鶴．タミフル1カプ  
セル甘用．（け朋一重1：∝I）覿t．（10；00q〉タミフル1カプセル膿用．  
仕2劇隕〉目集めて、次に気がついた隋1よトイレに坐っていた．フトンからトイレに  
行った佃の行鴫の白井なし（九蓋■陣）．暮丑消失または一遇性♯忘貴礪．モ  
の牡、ほIf3晴間■にβ責めた（姻〉が、これ引ま全部行動がわかっていた．  
2叫丁／8／柑（舶抑慎）薫■椚集または－ユ性書忘回t．本納農用．起床時より右  
足帆■働が歩けないくらい∬んだ．足鵬書痛（弁暮1）舞璃．その後、強い爛膚  
（鋤かナとガンガシナる、葬暮薫）、眼■（搾1薫）、フウフワナる■寛があり、こ  
の鐘状は＝ヨ中♯いたので夕方のタミフルは乱用せす．（紬：∽墳）夜になって入  
櫓した韓、れ♯な嵐毛【乱♯よりも多いと■じたくらい姥Rめた．しかし初幹時の  
全身虚状は軽快したようだ．  
之001／3／川（20畑墳）脱毛軽快．  
200丁／ユハ5オ轟（非▲九〉、鴫■（非暮鷺）軽快．  
200丁乃モの牡、右足綱節ホ絨くので嚢野外♯受鯵ナるも骨X繊れ♯なし．  
鯛丁／ユ／11脱毛鐘状なし、神経症状書なし．足朗節痛みは特に嘲方強く感じ  
る．足朋廿■（非1薫）乗回復．インフルエンザ鞋快・回せ．  

1砕丁／】ハ2；2と叩一量鳥■帥  

2007′l／1口内炎が発現．  絶． 200丁乃′諏（夜）幻兼がみられた．（織段をかけ下りる．）  珊丁／〟1木綿の投与を中止．  之007／8′ユ0  痩  

200？′l／5幻鷺は園1  口内炎は軽快した  
沙朋／1／21インフルエンザA型と鯵断．タミフル1馳m■／8（分2）を欄より投与開  

始．  

200〟l／28（○：00）不駄不安が発現し来航．夜の服用にて本熱投与中止．  

2003ハ／21く10：∝I）幻鸞が発現．豪族モ困らせた．来瞬日中も興書状態．アロ  
フ7ルム5m■駄ヰ前校与開始．  
2恥3／1ノ別卜不■、不安」■暮秋趨、知先週散、幻暮は次★に消遺。  
之003／l／ユl不覿、不安、員書状嵐知貴過敵、幻tは回復．  

①2∽3ハ／！lr ①8中  
◎和明／1／13． 訊問  
①和明／l／王ユ岳 伽00  
④即朋／t／21： ◎8中  
⑤和朋／l／2ト ⑧1α加  

之003／02／Olアロファルム投与欄丁   

リン酸オセルタミビル  



異常な行動  

鰻          諜  ■，  2わ抗力71i‾嵩醜こ葡蹄篇だそ裾護：イジラフ仁王ゝ1柏塑と緬二‾‾▼……‾‾‾－  

200了／ユ／15い丁伽）自宅に楕りタミフルー5叫×t／同腹用．（沌の○）投与醜比較的  
早く坪遭癒ーとっても気分のよい艦じ」が出現．多幸■を伴っていた．このためウ  
キウキして童内奄歩いていたところr▲が見えた」（幻視）．これに慣われるように  
昨ベランダ（上着宅はマンション1日lこ出て下を見たところ、r地面がとても近くに  
見えた」（遽近陣書〉．これら一連の1井行動は不息ヰの匹のアリス虚饅群に圭  

こ①楕与故比触  
200丁／】／川i的早く  

る．夫にみとがめられ布団によされ事な含を得た．（22畑）耽嚢．（饗日g鵬床）  

252  80102㈹耶I  35年  女性  不恩l暮のtのアリス虚犠 群  No  

②相加  
Yll●  

不息躊の国のアリス癒秩群回復．  
（2之や○）は．（丑日8：∞起床）．  
2001／ユ／lT触30）タミフル乃叩け1／何級与．症状畦快．★刑中止．  
2∝け／ユ／2†インフルエンザ固1L  
200】乃／2■当帆ここの件が書饅され、テンカ生研＃インフルエンザCF法（8）に  
て川僧の抗体ヰを得た．   

2叩7／〟28 耶．1℃の発熱にて東陽。A型インフルエンザの鯵断にて本刑丁5■叩  
×2図／日処方．（相加）夕食社、タミフル内乱  
（28；叫）タミフル内鳳．  
200？／2／2丁鞘、卸．1℃に熱lま下がり回復に向かう．夜、気分が萬捧し、早口の  
自分に気付く．夜は寝付ナなかった．  
2007／2／28歩行中、自分の前壌のt己憺が一部飛んでるのに気付く．また、雄  
切の遮断機がおりているのに気付かす、踏切頓が欄に当たって恐怖を感じる．  
t肘書発現．益覆、本綱服用．  
之的丁／8ハ 帆＊網服用．現在、若干気分にれ和恵睾癒じる．虎杖は声がれと  
▲水のれ本網中止を細示．▲肴は、なぜ本州で自給するのか、すの自分はな  
んとなくわかると書っていた．  
不ずl薫托陣書画慎．  

王007／之／2l‘ l歓00  
200丁／2／21    23：明  
2叩丁／2／：け    不明  
I00丁／2／ZT【  不明  
m】′l′7l．  ■  
叩0丁／打21【  才  
208丁／ユハ    I月  

暮■レベルの肱下  2007／2／28：  

～00丁′3／lT  

‡00丁／ユ／柑  

不明  
之00丁／〟柑  

2¢8丁／ユ／20  

∞1的7／3／叫  ①■  
③200丁／3／28－・ ◎午牡  

3／2t ．③噴十¶  
◎2腑丁／a／21j （か：lO   

①冨助が暮しく■♯．餉頃動けなくなり、ヰたままで大■で★味不明なことを桔  

④片乱状愉．立てない．失♯あり．呼びかけに遮■するが、すぐに大■で指輪  （か駅のわから机lことを菖う．  ナ．   
．水分取れない．  

）す欄詭碩繊二夷夷穫心細たモ棚番泳ぎ軸tモ玉Ⅴ、‾テiピ  
リン、′くイアスピリンを投与されていた．  
2（氾○′〟り（18ヱ0〉貴書．鍋℃の発熱、qL■症状、臍断膚、俺鳥♯を附．、タミ  
フル丁5叫X2／日を投与卜〟t9）．不安、精神神経系の蛙状はみられなかった。  
2／20に子供がインフルエンザAに■鳥している為、インフルエンザAだったと推定  
され引確定■l刑土していない）．  
2∝ll／〟用（加簡頃）欺人に気づかれない楕十で外出した。  

発見．人が凱こ薫ちた形跡があった．  
2聞l／〟ヱ011素月い青書霹に出される．自宅より調km書れた素の靡壁で事を   

引X帽／〝17： 礫  

；㌫…：： ；  
2008′〝川】  細  

川帽は欄冊：   

不明〉   

ヱ∞l／4／28海中より死亡した本人が発見された  

2抑丁／〟tヰインフルエンザ予防のため．木調丁6m■X2回／日処方．  
200丁／3／8 夜中に飲酒．  
2∝け／き／9（8：帥牡）自殺企阿．曹琶つろうとしていたのを書換が先見．覇動脈血  
稔を治したばかりで、自殺するとは考えにくい．自殺¶に本桐内服していたかは  抽ロー／02     不IR   ＿‖．▼＿＿＿＿＿＿し‖‥＿＿＿．”＿  

2叩丁／82 r h方1■Ⅶ捜  

＿．‖＿＿＿＿＿＿＿」．＿▼＿＿＿＿＿‖．  
（事勤■l血機虚）  

精神科に入秩中  

2叩8／8ノ1救急外来に来院．紳輔積後遺虚（確旧性的織機）に伴う慢性呼吸不  

全に由一を合併したため、れ書・酸素オ法目的で入統．体欄巨朋．1℃、血圧：  
120／8加mHt、脈拍：l亜／分、呼吸：40／分、SPO2：8軋インフルエンザテストト）  
ヱ008／3／8体温；38．1℃、インフルエンザテスト（－）  
2間8／3／丁経過は▲好であった机統内でインフルエンザに惑乱（柑カ0噴）両  
下肢のしぴれ感などの合併があり、将来の触慮に朋して全般的不安を訴えてい  
た．（柑二00填）体温：30．2℃．▲膣粘膿の迅速槍玉でインフルエンザ∧曝性確漉．  
発症曙自他鷺所見：発熱（乳2℃）．痍、磯怠慮、食愚低下．タミフル75叫、ナパ  
800nl内服．（2と咄体濃：aT．ユ℃  
之008川3／08く5：00）生存を確比．（l：ユ0楕床不在を確随．自殺目的でヰ階自病室  
前のベランダから稚び障りた．（7：a8）自ホ主節の路上に倒れているのを発見され  
たが、死亡していた．自主のノートに遺暮あり．  

（D自殺景ヰ ②内村虚状  

①2伽8／ユ／8   ①l：80  
②本れ内服椚②乗柁覿  

2∝17／〟8（8：30）損膚で当快受鯵．  タミフル  
グロリアミン投ヰ．愛鯵乳出張．條）タミフル15叫、プレシシ1T服用．（夕  
方）40℃程の発熱により、タミフル75ml、プレシン1丁服用．（19加ルやべりにく〈な  
り、また書体が痛く動けなくなる，t牲陣書先月L  
2087／〟丁（2郁）聞憬の＋で白銅統に受鯵．インフルエンザ検査ト）．以後本刑  
服用せす．問憬の＋でB痛快からC痛快へ転院を拭みる．移助中に睾から道路  
に出ようとし、危験だったので細腕へ戻る。異常行鋤発軋（朋）救急書で8病院  
かちGホ陵へ出発．M：叫C鋼鉄到着．到★時．患者は青葉になられ点滴を外  
そうとしたり土樽は書通ではなかった．不穏状凱」（）S3．入院，  
2仰丁／2／8（馴〉驚丑レベル改書。  

200†／2／l    柑30  

之007／之／7     200  
tt■レベルの低下  t007／2／6     タ  

尿・便失禁捜、  

2叩5／2／21夜鬼用し2時間後に突然うつ状値になり自殺したくなる．悪から飛び  
陣りたくなる柑側にかられたが、子供のことを考えとどまる．（精神症状発現）  

2005／Z／Zl一塊用かられ欄  

2005／02／22 精神症状回復したが   

リン娘オセルタミピル  



異常な行動  

覿寝中か否か  
（奴書中：0、欺ヰ  

中じや恥l‖り  

蝕膿中の■合．  

k■■欄柑鴫膚  
書tでの■椚  

人★な行■の▲体的な陣中  
（例：幻鷺については■体的に胃が見えたか？本人が幻上手見たのれ  

れが幻鸞tlていたようだとTっているのか？）  

■♯な行■熟れ■欄  

‾  
篭淘ぎ航ダ餉盲  

ヰる憫lこl叩ずつ内膿．  
200l／1／29（8畑）本人の記愴あり．（餌嘲岬瞳琶出現．だ人が声をかけたが、振  

り払い■れだしたため当峡敵■外来へ根．書撫陣書舞玖（非1薫いl：15）当  
納急外棄責■．末続牡、鷺織が戻りそこから紀慎があり．処tを行い経過観  
離日的で入験．以後は本州を中止し、経過■蠣．慧織レベルは問ヰなく、呼吸  
蕾も泄失．蝿瘡反応も向tした．  
2001／1／卸（午≠〉暮▲井亨抑慎．青汁レベル間欄なし．モの換も薫牲陣書発  
現なし．  
200l／2／1インフルエンザ軽快．  

2加l／01／ll  夕▲橡  
量00●／別乃Ii 鮭ヰ網  
2000／耶／蜜9 至  不れ  

q）暮片レベルの虹下 ◎■■弔■  

2【旧○／之乃鳥快1扶  

Z00丁／ユ／t21  柑カ○  
之00－′1／ほI llカ0  
＿＿．＿■＿…＿L  

2007／2／川インフルエンザ治tのため、他統で処方されたタミフル投与開始  

（7h■×〟即．1≠行■集璃．本人に紀憮はない机農書の豪族から見ると明  
らか11♯な行血を示していた．木綿投与中止．  

2007／〝H   不■  

i  （2叩8′〟11）8中、ぽんやりしf立与うくす二辰徳が鈍亡iニ▼▼，  
ま、不■、じっとしていられす動き向る．  
（200l′〝州離ち着かない≠手あり．  
（冊′〟2のー矧＝たい」、「殺してくれJと書い、託ち書かない．  
（2閃8月／1午前淋桝不1を訴える．ポーとしているが、鶉ち雷かない．  
（2M／き／l11伽■ざ）近所の★の玄鵬に灯油をま替、自殺するつもりで、マッチ  
で火をつけた．ナぐに爛火され、ポヤでナんだ．  

2ロ01／才′1丁    夕  
l′ll－tハl   ■・タ  

l  

｛榊扶書t化  2脚l／2／川． 日中  

（2t泊丁／3／2之）覆覆  転帰は周tされている  

2叩5′l†／一発熱くさ○■℃）．唱叫ホ（◆）、▲苦しさ（＋）  
之005′11ハ○受■．インフルエンザの難いでホ刑の投与を開始（150m〟臼 －  
11′1●）．  
2005ハ1／川他科量鯵．Xヰ正♯、れ（－）、便秘（・）、HOV（－〉、帖8▲■ト）  
2005／11ハ5急性肝炎（ヰ）入虎．★庄（仇血中アンモニ丁：柑l、∧PTTこ18．7秒、  
プロトロンビン晴間：Zl慮臥H▲抗体－k叫－）．全身儀欄■、責鳳肝不全発現．  
入統．  
2t沖5／11／川ヰ帆陣おり鷺昧不明書鵬あり．  
紺5ハ1／t†全書★彙■明、水躊仕事暮．  
2005′11／18全■儀鳥慮僧欄．  
納5ハlノ†lベッドよりれぴ■りたり、大■で叫んだりナる．血輝交換のために  
－鴫他秩へ転鋏．  
2005／12／28 皇統へ柵跳．  
2008′Ol／27退験．  
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覚書饅、自助暮を斗転．  
問彙の暮より＋がまっすぐ走らない、方向懸賞がおかしい、t拉IJをぶつけ  
も、暮■に暮キうまく戯暮できない、自宅に事るも不安定で慮位がとれないとの  
こと．  
（20：00体調叩Mlを≠用．  
（2之：00）鷺■．平衡■鵬陣書回吐（檜絨晴間：5晴間）．  
②2的■／04／01勉：叫文■．突然、田縫えをしていも動作あり．緻人が怯しかけ  
ると「田嶋ほ慮している」と．また、ほうきをはいている動作をナるなどの■井桁  
勤が見られた．  

①平書■書  
◎■★抒■  

2001／○●／○之（出：帥）1常行勤詞醜（持続韓恥24晴間〉  

2008乃／2プレドニゾロン卯ml綿飴．（15＝00鳩瀧♯了．ジスロマツク処方され  
る．t数億下♯く．タ暮摂取でせす．  
く用：的恥8．5℃の発熱．t割■もあり。クーリング施行．（2l：腑祈：苅．5ナパ  
0．51■舶用．■■、呼吸音もあり、酸★繰▲で1L開始．spo2：刑l．（之用0）イン  
フルエンザA聖にてタミフル75爪lX引包′日処方．丁5ml服用．トユ／711）アミノフィ  
リン用鵬Lh00mdで開始．  
2明8／乱旬プレドニゾロン28叫へ．集散低下捜く．1椚ほど摂取下肢の痛れ  
関節痛、サ働痍は畦薫．（8ご吋佃汀：乱2  
（20：00）KTカ7．2  
200○月′l食事摂取はト3軋■♯はすしがち．発熱なし．（且：00）弧丁．  
（姐：叩冶1．2．は8畑）失♯．飾1からでてこようとしているが、点漕がドアにはさ  
まっている．ナースが付削削lトイレヘ．tくして鼻に行くと「間lこ合わなくてjと  
ズボンを洗っている．夜間せん妄（非1兼）尭璃．  
椚l／3／丁（8こ00）昨日は曹迷になり蓼遭鋼辛みたいにおしつこを書らしてしまい  
着替えようと且ったら、シャツをズボンにして肌、ていた．床にうでくまって泣い  
ていた．今はしつかりしている．貴職低下はまだあるためユー紬Iほど摂取．プレ  
ドニゾロン10叩へ．以墳症状なし．夜間せん裏堀川L（10加）灯＝30，3。  

任）2伽〝】／2】 ①】は○  
萱   3／ユー】／l  

③朗00′，〃  
①和朋／ユ／l■ ①2孜00  

（20：00）KT：38．8．200l月／8インフルエンザ回復．遭映される  

タミフル150mI／日、PA鐘3錠／日、カロ  
ナール8（粕m〆日没与開始．  
甜05／〟28（22こ咄突然大さないぴきと共ヒ暮れだした．（2き‥聞損急十で尭続．  
暮撫陣書を埋め、ホリゾンlV．CT、血液檎董施行．CT：正★．タミフルおよび併  
用ホ投与中止．  
Z㈹5／ユ′1（1朋）■眈へ入院．（4ニ00）踵サ、全身間代性発作先軋（相7）発作消  
失．  
ホCK血痘、GOT、u目上昇あり．棚減（ヴィーンFt000．¶u－3／机アミノブリード  
紬OMu－3／3））施行こ  
20q5乃／2佃：15）士Ilレベル清明．  

之00S／2′28    2之：引】  

t  

2005／3／ロ 痙攣   

リン酸オセルタミビル  



異常な行動  

・；∴L r  萎  泌？を墓   ＃  義元  
†e■  

2005／2′lほ二20  
醜自  

28l  2005／2ノ8 之l：叩  No  
し、  

2′10一打t2≡＝ヨ2圃  
No         Ho  ■      200  

トー  
の書  
すよ   

ンザA型と鯵ホ．タミフノレフ5－n■×2／日投与榊札束獣行劃  

①員♯行動  
不明  

No  
Hb  発現（1鷺虔不明）し、魚機．インフルエンザ軽快．  

①幻光   2叫l′2／8－】 2／川肌夕  不嘱        雫明にかけ緋萌し．書換がさがしたが緒集約にパトカーで   

ll   】   l  l  

1  I 

l  

】  l   

I l  

」   l  

I l  l  

】  lれ十58】   

2叩8／2′12書鰻がうたた慮したす倉に、2■より飛び拝りて大輔甘甘汎（口．・寝  
ていないのではないれ〉現在治療のため入鹸中．  

、 甘善事右肘江宿輔二  

2002／3この頃   
2伽2／丁／21間統lこ入隣し加凛．抑うつ神無慮の檜断 
． 2叩2／†〝○状曲が安定化したたれ当陳に入所．レポトミン10m■／8、パキシル  
10叩′日放与開始．  
2伽3／1′2（○二20）体膿き9がC、儒怠鴨．（8伽）体温朋．1℃．倦怠感、関節痛．上  
気立症状（▲九咽止痛、噴書）は旺めす．インフルエンザの診断機査実施しな  
かった机インフルエンザ腰鎗鐘を疑いタミフル之カプセル分2電5日分処方．  
（20伽）体凛甘＝℃．俺怠慮、関節痛．  
引X柑／1／8（袖＝伽）体温釘．Z℃、鶴亀¢、関節痛．かぜ應状は怯めす 
． 2003／1′4（l：00〉thをつけ、虹をあけゴソゴソしている．意味不明確、妄乱  
不檀あり．体温87．Z℃、穐怠慮、サわ痛、娘輌節痛あり。その後も間積の状鰭が  
つづさ俳個して目が■せなくなも．タミフルは♯続．（柑‥2D）デ′く則．5mt3錠′8  
（分封投与開始．少しずつ｛神状態安定化．  

2003′1／0デ／くス2錠／8に減1．サミフル投与終7． 2叫3ハ 

／8庶状軽快．  

①鶏ち潤さのなさ ②憂鬱  
20（I〇／l／2－1／8E  ＝］2固  

る．点濃ノトトやチューブでぐるぐる■引こなっていた．「もういらんね、別lこもう 緒慣です」と何を言ってい卵、分からない．不は状態続く．ゼイゼイしながら、熱 いl軋 
、と1を脱いでいた．ホ棟内をうろうろ．■の亀有のベッドにtり過れ何か  

いると、とても怖がる柵子．看蹟士がなだめるも、ほっといてとのこと．鋼線モうろ  
うろし、他の1書のところに農産る．杖雇■り固ナ．起きるとすぐに七味不明発  

タミフル75爪lX  
之DO7／2′8（20一之1ごm）絨疇．  
之00丁′2／7（欄）タミフル濃1（†6爪lXl／即．（t前迄〉寝床にいた．睡眠不足はな  
し・＋の運転が大好きで当日、奥さ仙人鏡中だった）の■験へ自分でヰを運転  
して行くつもりでいた机インフルエンザにかかり、高熱が出ていた憎馴まhは なか 

った）こともあり、蒙の人に壬転蜃止められ札を立てて．嘲＃僅とび出し、掛・ ラか何かで書の用りを、■遇まわっていたらしい．（12畑墳）鼻♯行動出札幹事 刑（／くスタ椎飲んだ．（18：知）■吐とけいれん出札蒙人に聞いつめられて．験羊 刑を服 
用したことを自白し、ポケットに験算刑のラベルを入れて持っていた．  

（柑：lS）薫丑51失．州側）戴血書にて他腱へ搬送され、治ホを5削ナた．入院．後  

遺症なし．入峡繰下削t轟く恥、たたれ体力消耗し、そのためし、つもの状態 に長るのに日数を蔓した．インフ／ほンザ軽快・回復．  

ZOO7／／〟7  蜘  

1  

200丁／2／28 国旗  
208†／2／28 遺娩  

エンザ∧抗傭■性、脱水、佐織薫血痕あり．タミフル（150■叩′日）、02、棚川  
始．  
Z㈹ユ／ほ／28年機甲軌こなった．  
Z伽ユ／12／之9（川0）入檎したことを忘れており、失1当陣、病棟内研臥ミオタ  
ローヌスなし．（○：叫〉珊如丁正札優性力堆下（3分前のことを覚えてない）がつ  
づく．圭治匿を見てrアンタ、タヌキに似てるな、′く力してんじゃないか？止l毒  
す．（川＝00）■書の息子と緒し合い．インフルエンザが治ったこと．・一過性全線  
怠で治ると思われることを櫻艶に自宅へ迫峡．（t8朋〉前日までの妃憎が則 
、 29日未明一過鋏までの紀削（欠如‥入所したことを忘れており、矢上当捧、ホ  
棟内緋個．紀惰力低下（3分憫のことを鸞えてない）がつづく．主治医を見て「アン  

Ⅷ  2㍑O L t日姻  

タ、タヌキに似てるな、／く力してんじやないか？」と指す  

①之008／2／5  ①夕方  
②28加／才／8、 ②触  
①‡001／〟丁 ■ ③lt30  

2008／2／l   

－！／5  
②相手がはれ今どこにい朗、、r間してもわからない．  

①子供の声が聞こえ．慈を開けて州二出た．小さなタンス書を押しのけて出た．  

2005′03川9噴、痍、発熱あり．  
犯05／03／柑（牲00）外来受抄．インフルエンザb陽性．肺炎と心不全、甲不全  
積もあり．入統予定であったが」空床か囁く、外来でロセフィン点滴と本札ムコ  
トロン、噴水の払方を行い一旦揮宅．  
2叩5／03／11（廿加）入醗．本納、ロセフィン、慮■薬継軋  
2005／的／1之（柑：叫）点滴抜針．せん妾発現．  
2m5／03ハ3（0：40）七味不明の書仇（柑‥00）拒巣．興奮、職員へのさ九  
（2飢印）セレネース1Alm．  
ヱ00S／03／川（t5：00）鷺精度不良．正味不明の貫軋邦書は消失。夕方より、  
本剤投与中止．  
2005／03／15上紀の行動消失も日中傾眠．夜間は月朋．  

2的5／03／川 口セフィン投与中止．  

2㈹5／03′柑（15－0∩）つじつまの合わない発汚が時々．  

2【〉05／3／川 150（I  
3／1l－3ハユ： 一日2回   

3／11   1日l国  

2DO5／03／20（15・00）せん妄軽快   

リン酸オセルタミビル  



異常な行動  

雛ヰ中か書か （駄寝中：0、t嚢 中じや恥l：メ）  
畿t中の■食、  
■t■鋤から■  
書tでの■間  

れ♯な行■の1体的な鮮■  
（例：幻暮については■陣的に何が臭えたか？本人が幻文書見たのか、  

暮が幻鷺藍1ていたょうだと暮っているのか？）  

■★な行職責机鴫納  

2t別／2／柑（15：00）熟胡．陀．（り：鵬〉楽焼．2日間穫触のあった暑がインフルエン  
ザだったことが判明した▲、タミフル及び併用＃癒劇方（インフルエンザの確定  
抄断l士行っていない）．剛毛tタミフル1カプセル欄用．  
2抑lノ〟18平熱、職あり．稟≠・タ層用．  
2隅′2／lT平静、墳あり．ホ鞘・タ膿用．  
馴′〟18（1創）竃中、大さな■を出し幻暮症状抗える．簾中止．幻覚症状縫  

く．■暮状態．  
伽′〝11【l：叫〉れ大さな声がするので1ると＊1のサッシが開いて讐段全  
く出られないところから外へ出た牡、■下に立っていた．左手書＃める（原因不  
明）．♯t■ベッドに入る．ロ：咄■書のためけぴに行くと、また外へ出た慮って  
いた．カ土あり．■を轟った吐、■れたようにtり醜ける．檜々水分を取らせるも  
熟嶋．く脚）タt．手書■がる．トイレヰ、下着が上けられない．  
2抑lノか却（相加嬢脆．左手tねんざ、胃下臓に打鍵≠、★り書あり．  

①！叩l／！／柑1 （Dl：00  
◎加朋／Ⅳ†l ◎l：】○  
⑳量00l／訂tI一 ①丁：鵬  

之00tl／1／t5 2   タ  
l′‖トーl／け   ■・タ  

▲★行■卸t．  

l馴沌／1〟21t性■不全にて血濃遭析開場．  
m5／］／21（午牡）軋ら℃の集払のため遭折鶴内科里鯵．インフルエンザ人妻lと  
■断．（18：00）入鴨．軋l℃（1丁：卿）3■■℃．タミフルー叩、ロキソニン1生慮用．タミ  
フル、ロキソニシはI向のみ．（之1加治丁別け℃．モの壕は集触を艶めす．  
200‘／さ／25 ♯■．  
2005／1／雑遭桁軸．  
200S／〝27（不■行■の詳■は不明．■董であり、き月2丁日日■日であった．少  
し亀知ヰの丸があった．〉吐しや鶉の潜血反応檎手枕■性（出血1としては極  
少t）この鴫点から爛化t出血が亀ったかは暮筒．（lT憫）不穐な行軸あり、そ  
のtt牡（潜血長庵◆Xl℡：00ト■輪にしていた机■吐、気分不快なく同日夕  
t壬介助にて鎌取した．にの附こはタール優なし）  
加P8／8／弛（8：00）義士も半分暮無敵．気分不快■の訴えもない．（川：咽タール  
儒中嶋t、■≠■あり．モのため♯暮．く牡加）突黙の下血多暮（タール便）．血  
色不良．モの牡も下血蛾いていた．丑日▼カメラを予定される．  
2005／凱匂1瞼刃）書■状濃欄化．血圧億下．樽t人工呼書■畿暮．（8伽）血圧  
億下．0：抑心拍■錐下（l疫Ⅵ死亡抽  

（汎托）、甲■、朋ホ痛を艶める．タミフルカプセル丁8の投与を開始ト3月31  
日嘲まで投与）．諷間一川㈹欄（葬暮t）帰．駅のわからない兜持とともに  
■州こ出て行ウてし辛った．1♯行敵は向吐．モの牡はl軌J川膚■はなかっ  200丁乃／紬インフルエンザA艶と■断．舞虚鴨の自他各虚扶として集触    た．  量00†′3／量l： ヰ蘭  

い●れ、キとおばがしばらく押さえつけてことなさを糟たとの報告を生けた．もと  
もと■書l劃腋躊科lこ遭っている．  棉複写譲二丁竜寿が蔵前三な祐二盲輸一三鮎t竜指袷仁i舗航な亡てJ畑細てら‾  

不明 インフルエンザに対して、本納の投与を剛札  
200一月3人兄覿全てインフルエンザに■染したが、当患者だけ、嚢の中を走り  
呵るなど■♯な行勤が見られた．  
不明卜亡日には固tしており一時的であった  

之／日）走行中   
200丁／3／ま    不明  の＋からの飛び出し．■♯行勘（亦暮薫）集札1♯行動同社．  

リン酸オセルタミビル  




